
出資法人等経営状況報告書

1 作成年月日及び担当部署

作成年月日 令和 6年 8月 23日 担 当1部 署 文化観光部 観光振興課

※以下は今和 6年 3月 31 日朔 存 の 内応で十 ^

2 法人等の概要

3 役員数
(単位 :人 )

4 職員数
(単位 :人 )

1

法 人 名 ネクス トリゾー ト上越 株式会社 (旧柿崎総合開発 株式会社 )

代 表 者
代表取締役 田知花 康彦

■ 常 勤   □ 非常勤 ■ プロパー  □ 市兼務  □ その他

所 在 地 新潟県上越市吉川区長峰 100番地

設立年月日 平成 6年 7月 19日

資 本 企 50,000千 円 市出資割合 100.0%

設 立 目的

当時の柿崎町が、観光事業、交流の拠点となる宿泊施設「マリンホテルハマナス」と

「ハマナスふれあいセンター」の管理運営を行うために設立した。

その後、J一ホールディングスlホ朱l(以下、町社」という。)の事業会社を経て、令和 5

年 4月 、J社解散に伴い他の事業会社 3社を合併し、社名をネクストリゾート上越l棚に

変更した。併せて、市は、」社の残余財産の分配により同社の全株式を取得した。

主 な 事 業

(1)上 ,こ域市の所有若しくは管理する不動産及び宿泊施設、温泉施設並びにその他

の施設の管理運営

(劾 宿泊施設の経営
俗)飲食店の経営

常勤 非常勤 計
内訳

プロパー 市兼務 その他

取締役 4 0 4 4 0 0

監査役 0 1 1 0 0 1

計 4 1 5 4 0 1

計
内訳

プロパー 市兼務

正社員 26 26 0

その他 54 54 0

計 80 80 0



5 事業実績 (概要)

【第 30期の経営状況】

・ 第 30期 (令和 5年度)は、同社の前身である柿崎総合開発株式会社が、令和 5年 4月 1日 に、

」社の事業会社 3法人と合併した最初の事業年度であり、1法人で 4施設を運営することと

したため、事業規模が大幅に拡大しました。

・ 売上高 374,678千 円、売上原価 74,241千 円を差し引いた売上総利益は 300,437千 円、経常利

益は 7,387千 円を計上したほか、最終的な当期純利益は 6,807千 円を計上しました。

・ 市からエネルギー価格の高騰や令和 6年能登半島地震による損害の補填金収入があつたほ

か、新型コロナウイルス感染症の影響に伴う指定管理料の見直しなどがあつたことなどから、

一定の利益を確保することができました。

・ また、当初掲げた」一ホールディングスグループの再編に伴う効果については、コロナ禍等

による売上高の減少はあるものの、平成 30年度と比較して、販売費及び一般管理費が 104,242

千円減少 (25.1%の 減)したほか、事業所間で人員を流動させ効率化を図るなど、1法人で 4

施設を運営するメリットを存分に活かしており、徐々にその効果が発揮されております。

【第 30期の主な取組】

・取締役会のみでなく、総務会議や営業会議、施設管理会議を定期的に開催し、課題抽出とそ

の対策を検討するなど、施設の収支改善や適正な管理などに取り組みました。

・ コンプライアンスの遵守に向け専門家と相談するなど、より適正な運営に取り組みました。

【平成30年度実績及び令和5年度収支計画との比較】 (単位 :千円)

科目・項目

平成 30年度

実績

(※ 1)

令和 5年度

収支計画

(※ 1)

令和 5年度

実績

売上高 505,004 391,505 374,678 △ 130,326 △ 16,827

402,976 288,602 289,823 △ 113,153 1,221

49,072 102,903 84,856 35,784 △ 18,047

956 0 0 △ 52,956 0

売上原価 125,577 68 793 74,241 △ 51,386 5,448

売上総利益 378,427 322,712 300,437 △ 77,990 △22,275

販売費及び一般管理費 414,756 300,315 310,514 △ 104,242 10,199

227,563 161,700 162,231 △ 65,332 531

営業利益 △ 36,329 22,397 △ 10,077 26,252 △ 32,474

経常利益 △ 31,086 23,518 7,337 38,423 △ 16,181

税引前当期純利益 △ 32,222 23,518 7,337 39,559 △ 16,181

※ 1

※2

※3

平成 30年度実績及び令和 5年度収支計画の数値は、同社が令和 4年度に策定した経営改善

計画概要に記載したものです。

売上高のうち、施設利用料には、飲食売上高及び売店売上高が含まれております。

売上高のうちその他は、 J社の経営指導料等です。
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項  目

第 28期

自 令和 3年 4月 1日

至 令不日4年 3月 31日

(旧柿崎総合開発棚)

第 29期

自 令和 4年 4月 1日

至 令和 5年 3月 31日

(旧柿崎総合開発爛)

第 30期

自 令和 5年 4月 1日

至 令和 6年 3月 31日

損
益
計
算
書

売上高 80,400 90,185 374,678

売上原価 12,775 14,951 74,241

売上総利益 67,625 75,235 300,437

販売費及び

一般管理費
77,900 84,645 310,514

営業利益 △ 10,275 △9,410 △ 10,077

営業外収益 10,460 9,856 17,418

営業外費用 19 1 4

経常利益 166 446 7,337

特別利益 0 0 0

特別損失 0 0 0

税引前当期純利益 166 446 7, 337

法人税等 180 180 530

当期純利益 △ 15 266 6,807

項  目 令和 4年 3月 31日 現在 令和 5年 3月 31日 現在 令和 6年 3月 31日 現在

貸
借
対
照
表

資 産 43 036 56,368 152,848

負 債 7,996 21,063 54,692

純資産 35,040 35,306 98,157

50 000 50,000 50,000

△ 14,960 △ 14,694 48,157

0 0 0

6 財務状況 (税抜 )
(単位 :千円)

※ 金額については、千円未満を四捨工入して表示しており、端数処理の関係上、決算書及び計算結

果と一致しない場合があります。

※ 令和 5年 4月 1日 に、他の事業会社 3社 と合併しております。
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内訳 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 備考

① 指定管理委託料
柿崎マリンホテルハマナス

大潟健康スポーツプラザ

鵜の浜人魚館 (※ )

吉川ゆつたりの郷 (※ )

板倉保養センター (※ )

27,892 25,613 98,341

27,892 25,613 18,387

(42,885) (43,640) 50,127

(15,874) (9,048) 7,705

(20,180) (13,795) 17,172

②

③

④

⑤

計 27,892 25,613 93,341

フ 市からの財政支出等

(1)委託額 (税込) (単位 :千円)

※ 令和 4年度以前は、同社の前身である柿崎総合開発lオ内が柿崎マリンホテルハマナスのみ管理

運営を受託していたことから、その他施設の指定管理委託料 (カ ッコ内)は参考値としており、

合計額には含んでおりません。

12)財政援助額 (税込) (単位 :千円)

※ 令和 3年度及び 4年度は、柿崎総合開発liハ (柿崎マリンホテルハマナス)の金額です。

8 市以外からの補助金 日助成金等

(1)受給額 (税込) (単位 :千円)

内訳 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 備考

① 補填金等 (※ )
エネルギー価格高騰補填金

吉川事業所営業補償金

能登半島地震損害補填金

0 6,355 14,565

0 6,355 3,980

0 0 6,953

0 0 3,632

② 貸付金 0 0 0

③ 損失補償 0 0 0

④ 債務保証 0 0 0

⑤ その他 ( ) 0 0 0

計 0 6,355 14,565

内 訳 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 備考

①
障がい者 トライアル雇用

助成金
0 0 360

②

③

④

⑤

計 0 0 360
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9 今後の経営計画等

(1)次期事業計画

○ 事業計画 (一部抜粋)
・本社機能を強化し、総合的な管理運営を行う。

・ 「生産性向上」をキーワードに、人時生産性・利益管理・労働時間管理の目標数値を掲げ、

達成に向けて徹底的に取り組む。

○ 収支計画
【全社】 (単位 :千円)

売上高 419,537

335,184

79,415

売上原価 85,737

売上総利益 333,800

販売費及び一般管理費 322,218

169,733

90,459

23,034

営業利益 11,582

経常利益 12,182

税引前当期純利益 12,182

【事業所別】 (単位 :千円)

項  目 柿崎事業所 吉川事業所 大潟事業所 板倉事業所

売上高 108,289 129,561 112,044 69,644

90 850 117,236 70,621 56,477

17,439 7,386 41,423 13,167

売上原価 22,985 31,208 17,326 14,219

売上総利益 85,304 98,353 94,718 55,425

販売費及び一般管理費 79,722 94,830 94,785 52,881

45,600 46,457 44,787 32,889

15,900 25,850 38,028 10,681

4,400 11,520 4,560 2,554

営業利益 5,582 3,523 △ 67 2,544

経常利益 5,582 3,523 137 2,940

税引前当期純利益 5 つ
る
Ｏ
Ｏ
Ｆ
υ 3,523 137 2,940
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12)中長期経営計画

令和 4年度策定 経営改善計画概要
(計画期間 :令和 5年度から6年度、主な記載内容は次のとおり)

基本理念

「好老社会に感謝でこたえ、新たな挑戦を続ける」

・ 各施設が設立時の思いに立ち返り、地域の高齢化の中でふるさとに人が集 う場として変わ

らず存在 し続け、引き続き地域に支えられることへの感謝

・創業時から大きく変化した社会の中で、第ニセクターとしての新たなアイデンティティー

を構築するための挑戦

経営理念

・地域の皆さんに愛される施設であり続ける。

・会社の挑戦を新たな成果に繋げる。

・従業員による改革を永続的な企業発展に繋げる。

数値目標 (一部抜粋 ) (単位 :千円)

項  目

H31.3期
(実績)

R6.3期
(予測)

R7.3期
(予測)

コロナ前 合併後 合併後

総売上高 505,004 391,505 401,413

402,976 288,602 321,865

49,072 102,903 79,548

売上原価 126,577 68,793 77,004

売上総利益 378,427 322,712 324,409

販売費及び一般管理費 414,756 300,315 306,086

227,563 161,700 163,954

94,260 98,800 101,200

営業利益 △ 36,329 22,397 18,323

経常利益 △  31,086 23,518 19,444

税引前当期純利益 △  32,222 23,518 19,444

※ 指定管理料は、新型コロナウイルス感染症の影響による利用者数の減少を踏まえて算定
したものであり、今後の感染状況等によつては精算を行うことから、利益は変動します。
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10 令和 6年度 経営状況の分析 B評価

(1)第ニセクターの経営状況の分析 日評価のフローチヤー ト

※「第ニセクターに対する関与方針」から抜粋

D
債務超過に陥っている、又は、資本金の 50%を超え

る累積欠損金がある、若しくはそのおそれがあるか

↓いいえ

C 3期連続の赤字であるか

↓いいえ

B 法人の経営の持続可能性に懸念のある事項はあるか

|ま ヤヽ

外部専門家に見解を

求める

は V｀

|まい

↓いいえ

A 現状では、当該法人の経営状況に問題 (課題)な し

フローチャー トによる評価 A

【特記事項】

特になし

Bか らD評価の法人は(2)ヘ

7

フローチャー トによる評価基準 備考

A 経営状況に問題 (課題)な し 引き続き経営努力を行う

B 法人の経営の持続可能性に懸念がある

経営健全化の可能性について、外部専門家

に見解を求める
C 当期純利益が 3期連続の単年度赤字である

D 債務
超過

資本金の
に陥つている、又は、
50%を超える累積欠損金がある



令和 5年度 (令和 5年 4月 1日から令和 6年 3月 31日まで)事業報告書

1,当社の状況及び社会環境

令不□5年 5月に、新型コロすウィルスは第5類に分類され、約3年にわたり私たちの生

活を、根本から脅かしたな況ズ〕`ら脱することができました。観光業は一気に活況を呈し国

内外への人の移動が加速しました。

しかし、令不□6年 1月 に発生した能登半島地震は、北陸方面への観光の足をいっぺんに

ストップさせる事態となり、キャンセルが相次ぐこととなりました。その後、 3月からの

北陸応援割は、その足を再び北陸に向けるさつかけとなりました。

当社は、新会社「ネクストリゾート上越株式会社」として新たなスタートを切つた大切

な 1年でした。これまでの 日D体制を改め、事業所ごとの運営会社体制から、一つの会社

が4つの施設を運営する新たな第三セクターの道を確立するための一年でした。

初年度にあたり当社は、これまで以上の実績を残すことを命題として取り組みを進めて

まいりました。業績目標達成、新組織の柔軟な運営、新たな活動のチャレンジなど、」HD

の成果を厳しく見直し、本社と各事業所が一l本となつた運営に努めてまいりました。

その結果、全事業所で指定管理料を清算し利益を残すことができました。会社発足にあ

たり上越市と、販管費を令不□元年度対比▲8,OOO千円の目標を確認致しました。販管費は、

令不□元年度 414,756千円に対し、令和5年度 3司 O,514千円、▲104,242千円の削減

を達成しました。

また、障害者の皆様との交流を深め雇用に繁げていくことを目標としました。売店では、

障害者施設の
レ
白
し
様の商品を常設で販売し、時にスポットで花の苗などの販売も行いました。

しかし、この一年間で雇用した複数名の障害者の皆さんは、業務の厳しさなどで定者には

至りませんでした。そのような中、吉川では短時間ではありますが封名が継続して勤務い

ただいております。◆後も、障害者雇用を推進し、古川高等特別支援学校や障害者施設の

皆さんと連携し、地朝に根差した活動を続けてまいります。

【全社業績】 令和4年度対比

総売上   374,678(干 円) 106.8%
利用料金  289,823(干 円) 109.8%
売上原価   74,241(千 円) 121,9%
売上総利益 300,436(干円) 103,1%
販管費   306,533(千 円) 92,2%
前年本社経費 ▲7,144(千円)計上
営業外収支  司3,433(千円) 35,7%
経常利益    7,336(千 円) 一

前年    ▲3,H20(干円)
当期純利益   6,806(千円) 司6,5%
前年名立売却益 48,H59(千円)
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【共通課題】

① 施設の経年劣化による設備の故障修繕

吉川は2月に濾過タンクが故障し約 1か月半にわたり日帰り温浴を休業せざるを得な

くなりました。想定される売上の減少は 11,OOO(千円)程度であり、好調に推移してきた

流れを止める結果となりました。他にも各事業所で緊急修繕が発生し、営業に直接関連

する個所も多く、お客様最優先の立場で行政と協議を重ねてきました。◆後も、お客様視

点に立った上越市の迅速な対応を求めます。

② 運営人員の確保

支配人、調理人など核となる人材の確保に苦労してきました。在籍者との関連から、募

集給与水準にも限界があり安定した人材の確保ができない一年となりました。また、臨

時P91員も時給の値上がりが大きく、これも在籍者との関連で対応が難しい状況でありま

す。コロす禍で減員した人材の確保ができず、各事業所はフル稼l動できる体制が整えら

れない状況です。また、期中に上越市から発表されたプロポーザル実施の報道は、直接声

掛けをした方プマに警戒,L｀コヽを持たせる結果となりました。

③ 光熱水賓及び原本オ料費の高騰への対策及び緊急対応

上越市からは、本年度もエネルギー高騰補填金を支給いただきました。また、能登半島

地震への補填金や吉川体業期間への補填金を頂きました。更に、令和6年 1月には入浴

川金を 100円値上げするご判断を頂きました。◆後も、利用料金への転嫁は避けられ

す、利用者の
L白し
様のご理解の下、適切な時期に適正な価格の設定について協議を続けま

す。コロナ禍以来、国・県・市などからの様メマな補填金や備品購入の助成などが続いてき

ました。正味の実力を正しく掴み、自社の課題を明確にする閉要があると者えます。

2,新組織の運営

4つの事業所で働く皆さんを、一つの会社としてまとめていくことに注力しました。就

業規則や賃金規定など社内規則の一本化、稟議起案と決裁のルール化、社内情報共有ツー

ルとしてグループセッションの導入 (社内メール、回覧板、スケジュール管理、菓議など)

を行いました。また、各種会議は、各事業所を順に廻り交流を深めてまいりました。

【取締役会】

毎月 1回の開催を続け、各部会の報告、各事業所の報告を行いながら、課題抽出と対策

について議論してきました。

【総務会議】

新会社発足前から、毎月 1回の開催を続けました。労務。経理の知識習得と全体レベル

の向上と平準イし、申告や報告ルールの確立などコンプライアンス経営の基本を担ってい

ます。蔽た、給与や総合振込など本社一括処理のために本社応援シフトで集中作業を行

い、スキルアップとダブルチェックの体制を構築しました。
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【営業会議】

全社共同企画の計画立案や各事業所の営業企画の共有、広告計画のすり合わせを中,b

に会議を重ねてきました。進捗のスピードに課題を残し、半年先の具体的計画立案を基

本に、会議の精度を上げてまいります。

【施設管理会議】

経年劣化の進む各施設を、安全に守るための具体策や作業効率の改善に向けた提案、

車両や器具の共同管理の手法苺入などを議論してきました。また、灯油の共同購入を行

い、見積価格を下げて奪入することに緊げました。更に、施設管理のための法定検査や自

主検査を事業所ごとにまとめ、固定費として係る費用の検査業者や単価の見直しに繁げ

ました。また、能登半島地震を受けて緊急時のマニュアルをまとめ、すべての従業員が目

で見てわかる内容にしました。

3,各事業所の状況

【柿崎事業所】

令不□6年 3月に開業SO周年を迎えました。 3月には30周年記念企画として、宿泊

とレストランで記念企画を実行しました。

年間を通し、宿泊に特化した営業を進めた結果、宿泊売上 64,463干円 124.3%、 人

数 4,431人 対12。 1%、 宿泊単価 η4,548円 110,9%の実績となりました。◆後も、

宿泊を中心に稼働率と宿泊単価を上げることが利益確保につながると考えます。

一方で、濾過タンクのひび割れ・正面エントランスの天丼破損・各種配管の損傷など、

お客様の安,と`」ヽを脅かすような事態が頻発しました。

【古川事業所】

温浴濾過タンクの故障による日帰り温浴の休業 48日間、乾式サウすの故障によるサ

ウナ休業90日間など、日帰り温浴施設として致命的な休業を余儀なくされました。そ

のような状況の中、レストランでの集客イベントや、特月」メニューを毎月提案するなど、

集客と客単価アップに緊げてきました。年間総利用客数は 1封 1,958人 101.6%と なり

ました。体業がなければ、更に 12,OOO名ほどがプラスになつたと者えます。

【大潟事業所】

館内環境を見直し、お客様に過ごしやすい環境を作つてまいりました。

コロナ禍からの回復が一番遅れていましたが、吉川の休業などもあり、年間総利用客

数は 68,042人 114.1%と なり回復の兆しが見えてきました。一方で、更に売上に繁げ

るための対策を考え具体的行動に移すことが遅く、チャンスを逃してしまっています。

従業員のチャレンジしてしヽく姿勢を、実行に移す運営力が大きな課題と者えます。
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【板倉事業所】

メンバーが一新され、新しい目線で館内の美化に努めてきました。また、レストランメ

ニューとメニュー表を更新し、これまでなかつたメニューが好評となつています。更に、

吉川事業所との灯油共同仕入れは年間 432干円の効果に緊がりました。一方で、前年実

施したグランピングは用具の劣化と要員不足で中止としました。宿泊売上が、事業所売

上の核となるよう部屋稼l動と宿泊単価向上につながる施策が課題と者えます。

4,コンプライアンスの徹底

合併前は、「これまで通り」をルールとして漫然と業務執行が行われてきた面がありま

した。社内ルールを明文化し、規則通りに執行することを基本としました。取締役による

業務執行体制、稟議決裁による責任の明確化、押印基準の明確化、労務
。経理業務の本社

一括イし、資金運用の本社一括化、事業所監査の実行、顧間税理士による月次監査、顧間社

労士への労務相談など、会社としての形を整えて運営してまいりました。
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第  30 期

決 算 報 告 書

令 和

令 和

5年

6年

4月  1日 か ら

3月 31日 ま で

藝韓

ネクス トリゾー ト上越株式会社

(法人番号:4110001019586)

Υ〕(くE

Q50308
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商号 ネクストリゾート上越株式会社

◇韓

販売費及び一般 理費の計算内訳

1日 から
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株 主 資 本 等 変 動 計 算 書
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P- 2
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商号 ネクス トリゾー ト上越株式会社
個 別 注 記 表
令和 5年 4月  1日 から

令和 6年 3月 31日 まで

I.こ の計算書類は、「中小企業の会計に関する基本要領」によって作成しています。

Ⅱ.重要な会計方針に係る事項に関する注記

1.固定資産の減価償却方法
(1)有形固定資産

定率法又は旧定率法を採用しております。

ただし、平成10年4月 1日 以後に取得した建物 (附属設備を除く)については旧定額法、平成19年4月 1日

以後に取得した建物 (附属設備を除く)については定額法、平成28年 4月 1日 以後に取得した建物附属設

備及び構築物については定額法を採用してお ります。

なお、平成 15年 4月 1日 以後に取得した取得価額30万円未満の資産については、取得時に費用処理してお

ります。

(2)無形固定資産

定額法又は旧定額法を採用してお ります。

ただし、自社利用のソフ トウェアについては、社内における利用期間 (5年)に基づく定額法を採用し

てお ります。

なお、平成 15年 4月 1日 以後に取得した取得価額30万円未満の資産については、取得時に費用処理してお

ります。

(3)リ ース資産

法人税法の規定に基づくリース期間定額法を採用しております。

2.引 当金の計上基準
(1)貸倒引当金

債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については法人税法に規定する法定繰入率により計算した回収

不能見込額のほか、個別に債権の回収可能性を検討 し、必要額を計上しております。

3 消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は税抜方式を採用しております。

Ⅲ.貸借対照表等に関する注記

1 有形固定資産の減価償却累計額 8,617,686円

Ⅳ.株主資本等変動計算書に関する注記

1.発行済株式総数 977本未

V ―株当たり情報に関する注記

1.一株当たり純資産額は、100,467.27円 であります。

2 -株 当たり当期純利益は、6,96673円 であります。

以  上
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監 査 報 告 書

ネクストリゾート上越株式会社

代表取締役 田知花康彦 殿

令和 5年事業年度 (令和 5年 4月 1日から令和 6年 3月 31日迄)の事業報

告、貸借対照表、損益計算書、
1株
主資本等変動計算書、個別注記表及び附属明細

書を監査した結果、適法に処理、記載されていると認められました
ので、ど報告

申し上げます。

以 上

令和 6年 6月 6日

ネクストリゾート上越株式会社

監査役  渡辺 佐千雄 鬱
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令和6年度 (令和6年 4月 1日から令和7年 3尼 31日まで)事業計画書

1,当社の目標と課題

令不□6年度は当社の存続をかけた一年となります。上越市より発表された、柿崎と板倉

を対象としたプロポーザルの実施と、全施設を対象とした公募の実施は、当社の経営基盤

を揺るがす大きな問題であります。会社発足から1年を経過した硯状、最も利益を残した

柿崎は吉川と並んで当社の基幹事業所であります。これまで上越市と協議し、4つの事業

所を運営するスケールメリットを生かした業務運営を通し、1又支改善に繁げることを目的

としてきました。また、開業以来30年近くにわたり、地域と共に歩み育てられてきた歴

史があります。これからも、上融市の施設を運営し続ける第三セクターとして、地生或と共

に、従業員の暮らしを會り、管理を継続していく決意を固めたところであります。全ての

力を結集し、このことに全力で取り組みます。

一方で、上越市が目標とする◆後 10年間の現状継続には、各事業所で財要な修繕とそ

の費用の見込みを示し、上越市と協議を進めたいと者えます。

また、現吠にとどまらす他の事業に挑戦する体力づくりに挑んでまいります。地1或の上

越市保有施設を幅広く管理することで、本社機能を3蛍イヒし総合的な管理運営を行い、上越

市全体の収支改善に繁げていきたいと考えます。

社内では、「生産性向上」をキーワードに、人時生産性・利益管理・労働時間管理の目標

数値を掲げ、達成まで徹底的に取り組んでまいります。

要員不足対策は、既存従業員の待遇改善と整合性をもつて進めなければなりません。パ

ートタイマーの最低賃金は更に値上げになることは確実で、一般的には 1,OOO円が相場と

いう感じがあります。その賃上げ率をベースにすると、本来4月に見直している正社員の

待遇を一部司O月 にも見直さなければ、新規採用は難ししヽと考えます。また、高齢化が進

む事業所もあり適任者がいれば都度補充し、業務継続に支障が起きないように進めてまい

ります。

特に顕北地1或では、バス送迎や環境整備などで事業所の枠を超えた協力体制を作つてま

いります。

本年度は、指定管理料の清算はなく、エネルギー補填金の計画は無いとの連絡を受けて

おります。まさに実力が試される一年となります。一日たりとも無駄にできないため、上

越市には備えるべき設備の状況が適正か判断いただき、通常営業にI隈庇のない状態を保つ

ていただきたいと者えます。
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2,組織別課題と目標

【取締役会】

ヨ|き続き毎月開催を継続します。全社的に課題認識力が足りません。更に課題解決カ

(解決のための施策と行動)も劣つており、時間の経過とともにことが過ぎてしまいま

す。もう一度やり直すために、取締役がその責任を果たさなければなりません。すなわ

ち、目標達成のための施策と行動を計画に落とし込み成果に繋げることです。今年度は、

各専門会議と各事業所の課題抽出と改善策を数値目標に置さ換え達成度を計っていきま

す。

【総務会議】

各メンバーのスキルアップを目標にし、税理士・社労土を交えた研修会を継続開催し

ます。事業所の枠を超えた業務の共有のために、システムの運用や新たなルール作りを

継続し、正確で無駄のない業務運営を目指します。

【営業会議】

「CHANCE・ CttALLENGE・ CHANGE」。何もしないで時を過ごすことが一番の罪

との認識の下、毎日の小さな変化を求めて行動します。4施設での情報異有・企画書報告

書の提出 。広告計画の実行などすべての事を行動計画に盛り込み、担当取締役と社長で

過程と実績を管理し評価に繁げます。

【施設管理会議】

電気料金やガス料金の大幅な値上げが続きます。事業所の現状に即した節減手段の検

討を進め、使用量の縮減に繋げます。また、事業所の枠を超えた協力体制をケースごとに

実践し、少人数での管理業務を確立します。また、各事業所が保有する備品の共同利用に

ついて、調査検討します。

3,各事業所の目標

【柿晴事業所】

開業30周年の一年間となります。宿泊を最大のポイントとして、レストランのスポ

ット企画と合わせて企画を実行していきます。また、自転車を活用した里山里海ネット

ワークの確立に取り組んでまいります。支配人とフロント担当が不在となつており、そ

の間は代表取締役が代行しますが適任者を探し安定した組織運営に緊げることが課題で

す。

宿泊単価 15,OOO円・宿泊人数 4,750人。人件費率 50%を切る。人時生産性 2,500

円達成を目標とする
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【古川事業所】

B召和レトロな古い館内を一つの売りとして、来館客拡大に繁げています。行き届しヽた

清掃と、見やすい館内環境を維持しながら各種イベントやレストラン企画を集客のフッ

クとします。◆年度は、ホームページとパンフレットを一新し、情報提供のツールとして

3会化していきます。

一方で、調理場の料理人とフロント担当が不足しており、新規採用が急務であります。

要員を補うことで、施設のフル稼l動に緊げたいと考えおります。また、道の駅としての取

組を関連施設と連携し行うことで、シナジー効果に緊げてまいります。

来館目標 126,670人 。一人当たり利用料金 965円 。人時生産性 3,300円 達成を目

標とする。

【大潟事業所】

新たな営業課長を迎え、これまで滞つていた様友な場面を積極的に動かしていさます。

お客様に向かう姿勢・館内配置の見直し・要員の効率化・ 8寺間と仕事のメドランス・商品

開発と原価設定などあらゆる業務をゼロベースで改革します。全従業員が課題を明確に

し、日標と達成手段を共有するところからリスタートします。グループ内の吉川事業所

の業務運営を目指し、人魚館の儲かる仕組みを作ってまいります。

来館目標 91,OOO人・一人当たり利用料金 776円 。人時生産性 2,O∞ 円達成を目

標とする。

【板倉事業所】

やすらざ産は開業以来30年を迎えます。次の時代につないで行く重要な年となりま

す。そして、ラてから要望した宿泊客室の[方音工事と浴室タイルエ事がラ定されていま

す。工事期間により変則的な営業国となりますが、最大限の営業機会を確保するよう努

めてましヽります。

また、30周年を機に新たなやすらぎ荘を目指し、宿泊料金や料理・サービス内容など

すべてを見直しスタートいたします。宿泊売上の増が見込めるため、収支改善に緊げて

ましヽります。

来館目標 37,800人・宿泊利用者数 1,400人 。人時生産性 2,200円達成を目標とす

る。
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科 目 全社計 柿崎 吉川 大潟 板倉

総売上高 419,537,374 108,289,084 129,561,000 112,043,727 69,643,563

指定管理料 79,414,811 17,439,084 7,386,000 41,422,727 13,167,000

施設売上 186,082,040 73,200,000 47,212,000 36,156,000 29,514,040

飲食売上 125,330,295 14,900,000 60,480,000 27,505,000 22,445,295

売店売上 237771,228 2,750,000 9,544,000 6,960,000 4,517,228

その他売上 4,939,000 0 4,939,000 0 0

売上原価 85,737,376 22,985,000 31,208,000 17,325,550 14,218,826

飲食仕入 60,306,945 18,955,000 21,168,000 9,626,750 10,557,195

売店商品仕入 16,507,672 1,850,000 7,640,000 3,480,000 3,537,672

施設消耗品原価 5,922,759 1,780,000 2,400,000 1,618,800 123,959

外注費 3,000,000 400,000 0 2,600,000 0

売上総利益 333,799,998 85,304,084 98,353,000 94,718,177 55,424,737

役員報酌‖ 16,558,000 1,690,000 5,343,000 4,953,000 4,572,000

給与手当 71,141,364 19,200,000 21,600,000 18,600,000 11,741,364

雑給 47,877,431 14,400,000 8,520,000 12,600,000 12,357,431

賞与 9,705,000 3,500,000 3,880,000 2,325,000 0

退職給付費用 2,025,000 360,000 1,140,000 405,000 120,000

法定福利費 17,905,144 5,070,000 5,014,000 4,464,000 3,357,144

福利厚生費 4,521,324 1,380,000 960,000 1,440,000 741,324

広告宣伝費 2,441,120 850,000 850,000 360,000 381,120

販売促進費 4,902,400 37600,000 1,000,000 300,000 2,400

発送配達費 60,000 0 0 60,000 0

通信交通費 1,471,724 240,000 476,000 396,000 359,724

減価償却費 186,000 0 0 186,000 0

水道光熱費 90,459,411 15,900,000 25,850,000 38,028,000 10,681,411

消耗品費 8,285,481 3,100,000 1,782,000 1,680,000 1,723,481

事務用消耗品費 844,374 220,000 2857000 144,000 195,374

修繕費 23,033,823 4,400,000 11,520,000 4,560,000 2,553,823

租税公課 334,200 120,000 42,000 48,000 124,200

地代家賃 178,000 2,000 176,000 0 0

リース料 3,683,480 840,000 1,910,000 240,000 693,480

車両費 2,161,840 360,000 550,000 360,000 891,840

保険料 588,000 240,000 0 300,000 48,000

接待交際費 407,400 120,000 120,000 120,000 47,400

管理諸費 3.295,800 790,000 560,000 1,200,000 745,800

寄付金 24,000 0 12,000 0 12,000

衛生費 4,766,440 1,900,000 1,500,000 696,000 670,440

教育研修費 72,000 0 60,000 0 12,000

雑費 912,756 240,000 480,000 120,000 72,756

共通費配賦 4,376,160 1,200,000 1,200,000 1,200,000 776,160

販売管理費計 322,217,672 79,722,000 94,830,000 94,785,000 52,880,672

営業利益 11,582,326 5,582,084 3,523,000 ▲ 66,823 2,544,065

営業外収益 600,000 0 0 204,000 396,000

営業外費用 0 0 0 0

経常利益 12,182,326 5,582,084 3,523,000 137,177 2,940,065

特別利益 0 0 0 0 0

特別損失 0 0 0 0 0

税引前当期純利益 12,182,326 5,582,084 3,523,000 137,177 2,940,065

ネクストリゾート上越株式会社 令和6年度収支計画
(単位 :円 )
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